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育
友
会
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り

本
校
教
育
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
春
、
本
校
校
長
と
し
て
着
任
し
た

中
村
栄
作
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
の
入
学
式
、
始
業
式
で
私

は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
に
松
下
幸
之
助

氏
の
言
葉
「
人
が
こ
の
世
に
生
き
て

い
く
限
り
、
や
は
り
何
か
の
理
想
を

も
ち
た
い
。
希
望
を
も
ち
た
い
。
そ

れ
も
出
来
る
だ
け
大
き
く
、
出
来
る

だ
け
高
く
。」
を
紹
介
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
自
身
の
将
来
に
大
き
な
夢

　

保
護
者
の
皆
さ
ま
、
日
頃
よ
り
育

友
会
活
動
に
あ
た
た
か
い
ご
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
三
年
度
も
引
き
続
き
育
友
会

会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
し
た
岡
﨑
孝
子
で
す
。
役

員
の
方
々
を
は
じ
め
、
保
護
者
の
皆

さ
ま
や
先
生
方
と
協
力
し
、
ま
た
地

域
の
繋
が
り
を
大
切
に
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
精
一
杯
頑
張
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
の
程
よ

を
も
ち
、
そ
の
夢
を
大
い
に
語
っ
て

ほ
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
と
の
長
期
戦
に
耐
え
る
日
々
を

強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
現
状

に
あ
っ
て
も
、
そ
こ
に
光
明
を
照
ら

し
、
未
来
の
扉
を
開
い
て
い
く
の
は
、

子
供
た
ち
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
光

明
や
未
来
の
扉
を
開
く
鍵
と
な
る
の

は
、
子
供
た
ち
が
そ
の
心
に
抱
く
大

き
な
夢
だ
と
思
う
の
で
す
。
私
た
ち

は
、
そ
の
夢
の
実
現
を
全
力
で
支
援

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
そ
の
た
め
に
は
、
家
庭
と

学
校
が
両
輪
と
な
り
、
力
を
合
わ
せ

て
回
転
し
な
け
れ
ば
、
上
手
く
前
に

進
み
ま
せ
ん
。
と
も
に
手
を
携
え
、

力
を
合
わ
せ
、
子
供
た
ち
の
教
育
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

改
め
ま
し
て
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
校
の
育
友
会
活
動
は

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球
根
植
え
、体
育

大
会
や
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス
タ
で
の

物
品
の
販
売
な
ど
、年
間
を
通
じ
て

色
々
な
活
動
が
あ
り
ま
す
が
、昨
年
に

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影

響
が
今
も
な
お
続
い
て
お
り
、今
後
も

育
友
会
活
動
の
中
止
や
延
期
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
様
々
な
変
化
に
対
応
し
、

そ
の
中
で
実
施
で
き
る
事
業
な
ど
を

模
索
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と
一

緒
に
時
代
の
変
化
に
つ
い
て
い
き
た
い

と
い
う
の
が
、先
生
方
、そ
し
て
保
護

者
の
皆
様
方
の
共
通
の
願
い
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
達
は
学
校
生
活
や
普
段
の

生
活
で
大
き
な
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を

抱
え
な
が
ら
、
目
標
や
課
題
に
挑
戦

育
友
会
会
長
　
岡
﨑

孝
子

学
校
長
　
中
村

栄
作

２０２１年
今年もチューリップは

満開でした。

２０２１年
今年もチューリップは

満開でした。

２０２１年
今年もチューリップは

満開でした。

し
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
乗
り
越

え
、
心
も
身
体
も
大
き
く
成
長
し
て

い
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て
い
ま
す
。

県
立
和
歌
山
高
校
で
過
ご
す
三
年
間

は
、
勉
強
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
資

質
を
高
め
、
大
人
に
な
る
た
め
の
土

台
を
築
く
な
ど
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
欲
し
い
と
私
達
は
願
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
私
達
保
護
者
も
こ
れ
ま
で

以
上
に
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、

愛
情
を
注
ぎ
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
子
ど

も
達
の
生
活
の
場
で
あ
る
学
校
、
家

庭
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
果

た
し
、
よ
り
良
い
教
育
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
く
た
め
、
メ
ー
ル
配
信
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
活
動
を
発
信
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
保
護

者
の
皆
さ
ま
方
の
ご
理
解
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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保健室より
松田公恵先生

令和３年度和歌山高校文化祭
審　査　結　果

【３年生動画部門】
 最優秀賞▶３年Ａ組・３年Ｃ組・３年Ｅ組
【２年生動画部門】
 最優秀賞▶２年Ｂ組・優秀賞▶２年Ｄ組
【１年生展示部門】
 最優秀賞▶１年Ｂ組・優秀賞▶１年Ｄ組
【有志動画部門】
 最優秀賞▶り・優秀賞▶Panorama
【ポスター部門】
 最優秀賞▶３年Ｅ組　川端 優人

クラス展示 １年Ａ組

和歌山高校祭 ❶

入学式 ❶

入学式❷

和歌山高校祭 ❷販売実習❶

新入生歓迎会❶新入生歓迎会❷

新入生歓迎会 ❸新入生歓迎会❹

新入生歓迎会❺新入生歓迎会❻

販売実習❷
和歌山高校祭 ❸

クラス展示 １年Ｂ組クラス展示 １年Ｃ組クラス展示 １年Ｄ組クラス展示 １年Ｅ組

入学式 4/9和歌山高校祭 6/7～11 新入生歓迎会 4/16販売実習 7/14

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
も

進
ん
で
い
ま
す
が
、今
な
お
感

染
拡
大
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
夏
休
み
を
終
え「
ず
っ
と
家
に

い
た
。つ
ま
ら
な
か
っ
た
。」「
全

然
面
白
く
な
か
っ
た
。」な
ど
と

話
す
生
徒
も
お
り
、長
い
夏
休
み

が
逆
に
ス
ト
レ
ス
に
な
っ
た
子
ど

も
も
少
な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　
本
来
な
ら
夏
休
み
明
け
は
、

元
気
に
み
ん
な
で
登
校
し
、授

業
が
始
ま
る
は
ず
で
し
た
が
、

感
染
拡
大
を
防
ぐ
た
め
に
分
散

登
校
に
な
り
ま
し
た
。

　
生
活
リ
ズ
ム
が
変
わ
り
、感
染

症
対
策
、個
食
、黙
食
で
さ
ら
に

ス
ト
レ
ス
が
た
ま
っ
て
い
る
ケ
ー

ス
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
気
持
ち
が
し
ん
ど
い
と
き
、

誰
か
に
話
を
き
い
て
ほ
し
い
と

き
、保
健
室
は
も
ち
ろ
ん
、ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
堀
内

康
世
先
生
と
お
話
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

身
長・
体
重
・
血
圧
な
ど

セ
ル
フ
チ
ェッ
ク
は
、自
由

に
出
来
ま
す
。
い
つ
で
も

気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
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野 球 部

全国高等学校野球選手権和歌山大会2021
　対戦相手が市立和歌山高校と決まったとき
から、プロ注目の好投手小園選手をどう攻略
するかが第一の課題であった。まず、ピッチ
ングマシンを150㎞に設定して、マウンドよ
り前に置いてバッテイング練習を行った。最
初は、全くボールに当たらなかったが、徐々
に当たるようになってきた。
　試合前に小園投手が先発だということを聞
いた時、チームは燃えた。対策の成果が１回
表の攻撃で出た。小園投手の速球をこつこつ
と当てて、１点を奪い取った。その裏をなん
とか０点でしのいで、１回終了時点はリード
していた。その後、雷雨で中断したが、再開
してから、市立和歌山高校が持ち前の攻撃力
を発揮し、得点を重ねて１−11で、残念なが
ら６回コールドゲームとなってしまった。
　このチームは、選手が11人と少なく、それ
を２人の３年生がまとめながらここまで来
た。いろいろな苦労があったが、この試合で
全員で強豪校に立ち向かい、最後まであきら
めずに全力でプレーした姿に少しは苦労が報
われたかもしれない。
７月15日㈭（紀三井寺公園野球場）

1 2 3 4 5 6 7 8 9 計
県和歌山 1 0 0 0 0 0 1

市和歌山 0 7 0 3 0 1× 11

総合音楽部

令和３年度 全国高等学校軽音楽コンテスト
8月20日 埼玉県さいたま市さいたま市民会館おおみや

大会成績：優秀賞
　昨年は、オンラインでの開催となった全国高
等学校軽音楽コンテストでしたが、今年は無観
客、三部構成での入れ替え制導入など、コンテス
ト運営の方々のご努力により開催が実現しまし
た。コンテストでは、本校バンド「紀伊小倉」のメ
ンバー 5名が和歌山県代表として演奏しました。
コロナ対策のため、レンタカーでの移動や、比較
的感染者数の少なかった山梨県での宿泊、二重
マスクやアルコール消毒、食事中の個食・黙食
の徹底など、かなりの制限がありましたが、大会
で演奏できることが最大の喜びであるので、全員
でしっかりと対策をして本番に臨みました。現在
の部員では初めての関東での全国コンテスト出
場であり、直前には２度の気象警報による休校
もあり満足な練習ができない状況ではありまし
たが、メンバー全員が臆することなく、全国のス
テージで思いっきり楽しんで自分たちの演奏をし
てくれました。結果は上位入賞とはならず優秀
賞のみとなりましたが、今後のクラブ活動にプラ
スになる経験ができました。今回のコンテスト出
場には、教職員の方々をはじめ、保護者の皆さ
ん、支援頂いた多くの方々の支えがありました。
これからも感謝の気持ちを忘れずに、コンテスト
だけではなく、地元での演奏や、自主企画である
マンスリーライブなど、普段の活動を大切にこれ
からもコロナに負けず頑張ってまいります。今後
とも和歌山高校総合音楽部軽音楽班をよろしく
お願いします。

アーチェリー部

令和3年度全国高等学校総合体育大会
（アーチェリー競技）

　昨年は新型コロナウイルスの影響で中止と
なってしまった全国高校総体でしたが、今年は
無事に「輝け君の汗と涙 北信越総体2021」が
開催されました。アーチェリー競技は、８月20
日～21日にかけて福井県鯖江市で行われ、本
校から男子団体及び女子団体のメンバーが和
歌山県の代表として全国に挑んできました。
　今回のインターハイは、コロナ対策が徹底され
た中での開催となり、毎朝の検温・健康チェック
はWEBで行い、各施設に入場する際は必ずアル
コール消毒をし、IDカードを持った者しか会場
に入場できないなど、今までとは違った雰囲気で
無観客の大会となりました。久々の大きな大会と
いう事もあり、普段の練習の成果を十分発揮す
ることができませんでしたが、男子団体は入賞ま
であと一歩となる９位、２年生１名と１年生２名
で出場した女子団体は42位と頑張りました。今
回の大会では、緊張と不安の中、最後まで諦
めずに競技する選手の成長していく姿を見る
ことができ、スポーツの素晴らしさを改めて
知ることができた大会であったと思います。
　まだまだコロナウイルスの感染拡大が予断
を許さない状況ではありますが、この経験を
糧に、仲間と共に練習できることに感謝し、
今できることに集中して全国での活躍を目標
に頑張ってまいります。今後とも応援のほ
ど、よろしくお願いします。

【大会成績】
男子団体　９位（1682点）
男子個人　18位 592点 岡田拓己（3年）
　　　　　25位 578点 木村千暁（3年）
　　　　 116位 512点 竹畑胤希（2年）
女子団体　42位（1033点）
女子個人　83位 516点 田中千裕（2年）
　　　　 170位 294点 境　弥月（1年）
　　　　 173位 223点 岡みなみ（1年）

　
和
歌
山
高
校
図
書
館
で

は
、近
隣
の
小
学
校
で
絵
本

や
紙
芝
居
の
よ
み
か
た
り
を

行
う
、高
校
生
よ
み
か
た
り

ボ
ラ
ン
ティ
ア
活
動
を
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。今
年
は

八
月
二
十
六
日
か
ら
三
十

日
ま
で
の
三
日
間
の
日
程
で

「
よ
み
か
た
り
ボ
ラ
ン
ティ

ア
養
成
講
座
」を
開
講
し
ま

し
た
。三
年
生
五
名
に
加
え

て
受
講
修
了
生
一
名
も
参
加

し
、六
名
の
受
講
生
が
絵
本

の
よ
み
か
た
り
や
紙
芝
居
の

演
じ
方
、手
遊
び・
わ
ら
べ

う
た
の
楽
し
み
方
な
ど
を
学

び
ま
し
た
。講
座
の
最
終
日

に
は
受
講
生
全
員
に
よ
る
発

表
会
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ

が
絵
本
と
紙
芝
居
の
よ
み
か

た
り
を
実
演
し
ま
し
た
。受

講
生
に
は
後
日
修
了
証
が
発

行
さ
れ
、秋
に
は
近
隣
の
小

学
校
に
よ
み
か
た
り
ボ
ラ
ン

ティ
ア
に
行
く
予
定
で
す
。

図書館より
宮﨑貴子先生

新型コロナウイルス感染症拡大防止
のため、状況によっては訪問が中止
となる場合もあります。　　　　　

　

　

　

　

全国大会
報 告
2021
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五
月
十
四
日
金
曜
日
の
十
八
時
よ

り
、本
校
総
合
表
現
教
室
に
於
い
て
、

三
年
生
対
象
の
進
路
保
護
者
説
明
会

を
行
い
ま
し
た
。
平
日
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
三
十
九
名
の
保
護
者
の
方
が

ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

中
村
校
長
の
挨
拶
の
後
、
進
路
進

学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
小
川
久
人
先
生

を
講
師
に
お
招
き
し
、「
大
学
入
試

の
現
状
と
保
護
者
の
役
割
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
、
入
試
状
況
や
進
学
費

用
、
子
ど
も
の
や
る
気
の
引
き
出
し

方
な
ど
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
進
路
状
況
の
報
告
や
今

後
の
進
路
に
関
す
る
予
定
の
後
、
進

学
と
就
職
の
各
分
科
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
校
内
選
考
会
ま
で
の
な
が
れ
や

提
出
書
類
等
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

特
に
就
職
に
つ
い
て
は
、
和
歌
山

県
で
今
年
度
か
ら
高
校
生
の
就
職
活

動
に
お
い
て
複
数
応
募
制
が
導
入
さ

れ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科

会
終
了
後
も
ご
質
問
や
ご
意
見
を
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
説
明
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

次
回
は
一
月
に
一
・
二
年
生
対
象

の
進
路
保
護
者
説
明
会
を
予
定
し
て

お
り
ま
す
。

　 　

チューリップ
球根植え付け
チューリップ
球根植え付け
チューリップ
球根植え付け 10/30

2021

土
雨天の場合は、10月31日（日）
（9：00～11：00）参加お待ちしています。参加お待ちしています。

「チューリップの球根抜き」
5/25に小倉保育所、5/30に学校周辺の方々にお手伝いしていただきました！

令
和
３
年
度

育
友
会
本
部
役
員

会　　長会　　長 岡　﨑　孝　子

副 会 長／体育振興部長副 会 長／体育振興部長 加　藤　崇　史

副 会 長／人権・文化部長副 会 長／人権・文化部長 南　部　博　美

書 記 長／進路指導部長書 記 長／進路指導部長 石　井　　　咲

会　　計／生活・環境部長会　　計／生活・環境部長 杉　原　弥　生

会計監査／情報広報部長会計監査／情報広報部長 岡　田　順　子

会計監査会計監査 安　藤　尚　子

【専門部会の活動】
　 　
❶生活・環境部▶ 学習環境の整備（校内美化）、土いじりの会（毎月第

４土曜日、チューリップ関係）運営など。
❷人権・文化部▶ 文化事業の企画や、和歌山高校祭・和歌山高校展へ

の出展、育友会主催講演会の企画・運営・参加など。
❸情報広報部▶ 育友会広報誌「からふる」の発行など。
❹進路指導部▶ 令和２年度は、保護者説明会＋懇談会として共催。
❺体育振興部▶ 体育大会でのジュース販売など。

進路保護者説明会
進路指導部長　　　　　　　　　

山下 かおり先生

2021

「チューリップの球根抜き」
5月29日（土）に学校周辺の方々にお手伝いしていただきました！

　

紀
の
国
和
歌
山
総
文
二
〇
二
一
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、高

総
文
祭
に
お
い
て
史
上
初
と
な
る 

ｗ
ｅ
ｂ
、対
面
を
組
み
合
わ
せ
た
大
会

と
な
り
ま
し
た
。
和
歌
山
県
実
行
委

員
会
は
二
〇
一
九
年
か
ら
本
大
会
に

向
け
、
約
二
年
か
け
て
企
画
、
準
備

を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。
感
染
拡
大

に
よ
り
定
期
的
に
行
っ
て
い
た
会
議

が
中
止
と
な
る
な
ど
様
々
な
活
動
制

限
の
中
、
無
事
大
会
を
形
に
出
来
た

こ
と
は
関
係
者
の
皆
様
の
ご
理
解
と

ご
協
力
の
お
陰
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
二
年
間
で
私
た
ち
の
生
活
は

一
変
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
の
不

安
、
焦
り
、
悔
し
さ
が
交
錯
す
る
中
、

県
内
、
全
国
の
高
校
生
が
紀
の
国
わ

か
や
ま
総
文
に
向
け
、
今
自
分
た
ち

が
出
来
る
こ
と
に
向
き
合
い
、
飛
び

込
ん
で
き
て
く
れ
た
こ
と
は
と
て
も

眩
し
く
、
私
た
ち
生
徒
実
行
委
員
会

を
勇
気
づ
け
て
く
れ
ま
し
た
。

　

全
国
の
高
校
生
か
ら
出
品
さ
れ
た

三
九
四
点
の
作
品
を
実
際
に
自
分
の

目
で
見
れ
た
こ
と
、
作
者
と
交
流
出

来
た
こ
と
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
感
動

と
こ
れ
か
ら
の
創
作
活
動
へ
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
高
校
生

の
力
強
さ
、
魅
力
を
最
大
限
に
感
じ

る
こ
と
が
出
来
、
美
術
工
芸
部
門
で

　

　

　
本
年
度
の
進
路
相
談
は
、
左
記
の
二
名
の
先
生
が

ご
担
当
し
て
下
さ
い
ま
す
。

　
三
年
生
だ
け
で
な
く
、
一
年
生
、
二
年
生
の
生
徒

さ
ん
も
気
軽
に
進
路
指
導
室
に
相
談
に
来
て
下
さ
い
。

　
　
　
就
職
主
任
　
脇 

田 

先
生

　
　
　
進
学
主
任
　
野 

浦 

先
生

進路指導部より

考
案
し
た
テ
ー
マ「
共
鳴
す
る
世
界

と
個
性
〜ART IS LIFE

〜
」が
目

の
前
に
広
が
っ
て
い
た
と
感
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
秋
篠
宮
ご
夫
妻
に
ご
臨
席

を
賜
っ
た「
オ
ン
ラ
イ
ン
ビ
ジ
ッ
ト
」

で
は
美
術
工
芸
部
門
生
徒
実
行
委
員

長
と
し
て
県
立
美
術
館
内
を
ご
案
内

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
私
が
想
像
し

て
い
た
以
上
に
た
く
さ
ん
の
ご
質
問

を
い
た
だ
き
、
美
術
工
芸
部
門
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
大
変

嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

高
校
生
の
私
た
ち
が
補
え
な
い
部

分
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
下
さ
っ
た
先
生

方
そ
し
て
、
補
助
員
と
し
て
関
わ
っ

て
く
だ
さ
っ
た
和
歌
山
高
校
生
の
み

な
さ
ん
、
一
緒
に
活
動
で
き
て
嬉
し

か
っ
た
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
交
流
会
参
加
生
徒
と
紀
州
備
長
炭
で
箸
置

き
を
作
り
ま
し
た
。画
像
は
沖
縄
県
か
ら
の
参

加
者
で
す
。全
国
に
友
だ
ち
が
出
来
ま
し
た
。

	

生
徒
実
行
副
委
員
長
　
殿
崎
美
嘉

	

（
右
側
）岩
田
さ
ん
・（
左
側
）殿
崎
さ
ん

第45回全国高等学校
総合文化祭
紀の国わかやま総文2021 美術・工芸部門
生徒実行委員長 岩田麻菜美


